
第１１４回 維持管理研究会 議事録 

１． 開催日時 ： ２０２１年 １月２1 日（木）１５：３０～１７：３０ 

２． 場   所 ： Zoom リモート開催 

３． 出席者（敬称略） 1４名 

相原、井上、小田、久保、澤田、清水、守護、菅谷、守護、田中、徳山、柳本、山下、中谷（記）  

４． 研究テーマ 

① リモートワークの対応事例（SCSK サービスウエア様）を田中さんから説明して頂いた。 

２０１７年から培ったノウハウを元に、インフラセキュリティマネジメントを間接部門からトライアルし段階的に 

業務範囲を拡大し、２０２０年に全部門への展開が完了した。 

＜取り組みの背景＞ 

 
 

   テレワークでは十分なセキュリティが確保できないため、あくまで自宅でのリモートワークであることが、大きな 

   ポイントであり、下記の対応により十分なセキュリティを確保した対応となっている。 

    ＜貸与 PC への対策＞ 

 
     社内と遜色のない高セキュリティレベルを自宅で実現している。 

 



② 複合型の対策本部の在り方について検討 

    危機管理担当部門はこのコロナ対応で四苦八苦しており、自然災害 BCP の訓練も十分にできず、 

PDCA もままならずに、マニュアル類は塩漬け状態という企業が多く存在している。 

一方でコロナ禍での強い不安感から、同時に起こる可能性が高い震災や自然災害に危機意識を感じ、 

複合災害 BCP への取り組みが必要となってきている。 

＜複合型対策本部の構成例＞ 

 
 

災害時にいきなり上図のような仕組みに順応するのは、多くの時間と訓練が必須です。 

まずはコミュニケーションをどのように取るのか、短時間でもよいので、仕組みに慣れてもらうことから始めて、 

慣れるまで繰り返し実施（PDCA）することが重要である。 

また、停電しているという設定で、エンドポイント（PC やタブレット）端末は機能するのか、災害発生時 

に、リモート会議などの接続性や性能に問題ないか等の確認が必要である。 

 

 

 

  ＜次回開催予定＞ 

   2021 年 ２月１８日（木）15:30～17:30 

    Zoom によるリモートで実施 

以上 


